
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県職労は２月 27 日、県職労第 114 回臨時大会を開催し、賃金改善・人員確保を中心

に県職労独自課題改善へ向けた要求項目をはじめとした闘争方針を決定した。 

主な課題では、４月から「給与制度の総合的見直し」の導入が迫ることから、勤務意

欲が持てる賃金改善、諸手当改善や、

欠員の早期解消・業務実態に応じた

人員確保など、確定期からの継続課

題が要求の中心となる。これらを含

め組合員の切実な要望を 114 項目の

「2016春闘統一要求書」として確認。

県職労ではこの要求書を、３月４日

に提出し、人事課長交渉を行う。要

求を前進させ、労働条件の改善をめ

ざし、2016春闘に全力で取り組む。 

 

 

 

 2月27日に開催した臨時大会は多くの代議員の出席で開催され、各支部からの発言で方針が補強、春

闘の方針決定となった。主な発言は次のとおり。 

【二戸支部】通勤手当の改善を強く求めてきた。当局の不誠実な回答に憤りを感じている。賃金改定は

もとより、手当改善での負担解消を求める。 

【盛岡支部】現業職場の人員補充で一定の成果があったが、反面合理化の動きもある。取り組み強化を。 

【県庁支部】心の病で休んでいる職員がいる。メンタルヘルスでも組合員をサポートする対策を。 

【胆江支部】支部独自要求書作成のアンケートにおいて、超過勤務命令が適切に行われていない職場実

態が明らかになった。管理者が実態を把握し、適切な命令となるよう求める必要がある。 
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2016春闘方針確

立！職場改善を求

め、３月４日に県

職労独自要求書提

出・人事課長交渉

へ！ 
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～主な2016春闘要求項目～ 
●賃金改善…11,000円以上の賃金改善要求とし、「給与制度

の総合的見直し」による現給保障の影響を踏まえ、

勤務意欲が持てる賃金改善を求める。 

●諸手当改善…通勤手当等の自己負担の解消 

●職員の勤務意欲策…上位級への昇格運用の改善（主幹任用

による６級昇格の拡大等）、具体的な勤務意欲確保策 

●人員確保…欠員解消と業務実態を踏まえた人員拡充 

●職場改善…超過勤務予算の適正配分、業務量の縮減 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

県職労は、北上市議会議員選挙（３月20 日告示・27 日投開票）に向けて「平野あき

のり」・「星あつこ」の両候補の推薦を決定した。いずれの候補も労働組合出身であり、

平和憲法の理念を尊重し、くらしの底上げとセーフティーネットの拡充、子育て支援や

介護の充実をはじめ住民一人ひとりが大切にされる社会の実現を公約として掲げてお

り、私たちの声を議会に届ける議員として活躍が期待できる。 

４月の大船渡市議選、７月の参議院議員選挙へはずみをつける選挙戦であり、２人の

必勝に向けて、組合員はもとより、家族や友人・知人への支持拡大をお願いする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 27 日の県職労臨時大会に大船渡市議選（４月 17 日告示・24

日投票）に７期目の挑戦をする「平田ミイ子」さんが出席し、政治

活動報告として政策を訴えた。震災時の地域支援活動を通じて、災

害弱者となる子育て世代への支援策の必要性や、大船渡市での女性

センンター設置など、市政での課題実現に向け決意を表明、支持拡

大を訴えた。少数激戦の厳しい情勢であり、組合員はもとより、家

族や友人・知人への支持拡大をお願いする。 

 

 

 現在じちろう団体生命共済のスポット募集を行っています。例年６月に新規募集をしていますが、そ

の時期を逃してしまった方へ加入できるチャンスです。団体生命共済は家計にやさしい掛金で、充実し

た保障で組合員と家族を守ります。今回の契約は2016年５月１日から発効。詳細は支部書記局まで。 

 

               

（57歳・現職３期） 

 北上市議会議員として３期 

12年の実績を活かし、平和憲 

法を護り、子育て支援等の福 

祉の充実、雇用確保など、安 

心して生活できる地域づくり 

を政策として掲げる。 

 

 

 

  

 

 

 

              

 （48歳・新人） 

 北上市職労執行委員長、自 

治労県本部書記次長を歴任。 

昨年９月県議選で初当選した 

佐藤ケイ子さんの後任として、 

平和憲法を護り、雇用確保、 

格差解消などの政策を掲げる。 

 

 

平田ミイ子さん 


